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１． はじめに 

東北自動車道（以下、「東北道」という）と首都圏中央連絡自動車道が

連結する久喜白岡ジャンクション（以下、「久喜白岡ＪＣＴ」という）は、

東北道の岩槻ＩＣ～久喜ＩＣ間に位置する。（図－1） 
そのうち、Ｆランプ橋は、圏央道内回りから東北道下り線へ繋がる箱

桁のランプ橋であり、東北道上の桁は 2010年 11月 17日に東北道を夜
間通行止めし、大型多軸台車併用 550ｔトラッククレーンにより、一部
合成床版のパネルを取り付けたうえで一括架設を行った。（写真－1） 
なお、東北道上の床版にはＦＲＰ合成床版を採用している。 
ここでは、東北道上の一括架設桁へのＦＲＰ合成床版の適用について

紹介する。 

２.ＦＲＰ合成床版の構造的特徴について 

 ＦＲＰ合成床版は、現場施工の省力化、耐久性の向上を目的に開発さ

れた床版であり、これまで斜張橋から関門トンネルの床版打ち換えまで

様々な用途の工事 16 件に採用されている。2）（図－2） 
 鋼合成床版と比較して、ＦＲＰ合成床版は高価であるが、以下のよう

な特徴が挙げられる。 

① 防錆効果に優れ耐久性の向上が図れる 

 ＦＲＰは、強化繊維と樹脂からなる複合材料であり、床版内の浸 

水等により錆びることがなく、また経年劣化が少なく耐久性向上が 

図れる。これにより、桁下道路を通行止めしての床版取替えのリスク 

を低減できる。 

② 軽量であるため架設重量の軽減が可能である 

本ランプ橋で鋼合成床版とＦＲＰ合成床版を適用した場合の1パネル 

当り重量（後施工分を除く）の比較表を表－1に示す。表に示すように、

鋼合成床版に比べＦＲＰ合成床版は架設重量を約 72％軽減することが 

可能である。 

３.ＦＲＰ合成床版を採用した東北道上桁架設について 

東北道上のＦランプ橋架設は、以下のような制約条件がある中で

施工を行った。 
○ 東北道通行止め可能時間が 21：00～翌 5：30であり、 
規制作業を除くと施工可能時間は 6.5時間である。 

○ ヤードの制限上、550ｔクレーンによる一括架設であるため吊り能力に限界がある。 
○ 重交通路線上の架設工事であるため一夜間に床版と桁の架設を完了することが求められる。 
キーワード ＦＲＰ合成床版、一括架設、通行止め 
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写真－1 桁架設状況 

図－1 久喜白岡ＪＣT平面図 

表－1 床版パネル重量 

図－2 ＦＲＰ合成床版概要図 
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 これらの条件をふまえ、東北道上の桁架設計画について、以下にＦＲＰ

合成床版（採用案）搭載時の桁架設と鋼合成床版（当初案）の比較検討結

果を述べる。 
① 床版の桁上搭載可能枚数について 
 東北道上のＦランプ橋桁架設要領図を図－3に示す。 
 あらかじめ、東北道の上り線の脇で地組みした大ブロック桁を大型多軸

台車で東北道の車道内まで移動させた後、550ｔクレーンにて架設する。
なお、回転半径は 12.0ｍ、ブーム長は 30.5ｍで作業を行うため吊可能制
限重量は 159.0ｔとなる。 
 上記条件による桁上への搭載可能床版パネル数の比較表を表－2に示
す。 
 全体で 14枚のパネルのうち、550ｔクレーンでの架設時に、鋼合成 
床版では 2枚、ＦＲＰ合成床版では 7枚、桁上に搭載した状態で架設 
可能となる。 
② 架設作業時間について 
 桁上に搭載できない床版は、一括架設後に桁架設とは別の 65ｔクレ 
ーンにて架設を行うこととした。架設は、2台のクレーンを使用し、 

床版パネルをあらかじめ 2枚もしくは 3枚ごとに連結させたうえで 
一括で行い、吊金具取付、吊り上げ、パネル据付の順序で作業を行う。

（写真－2） 
上記を踏まえ、鋼合成床版・ＦＲＰ合成床版を採用した場合の架設工

程を図－4に示す。 
 ＦＲＰ合成床版は、床版架設時間が 1時間 30分程度なのに対し、鋼
合成床版では 3時間 30分程度となり、通行止め解放時間に間に合わな
いことがわかる。 
 今回の東北道上のような重交通路線上では、長時間の通行止めが不可

能なことから、鋼合成床版を採用した場合、もう一夜間通行止めを実施 
しなければならない。 
 東北道を通行止めした場合、その規制にかかる費用だけでなく、迂回 
に伴う所要時間の増など経済的損失の影響を考えればＦＲＰ合成床版

を採用したメリットは大きい。 
４.おわりに 

 これまでは、ＦＲＰ合成床版はその防錆効果により採用されることが

多かった。しかし、今回のような制約条件がある中では、架設重量軽減

を目的として採用されることも考えられる。今回の事例が、架設時間や

クレーン規模などの制約がある場合の架設計画の参考になれば幸いで 

ある。 
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図－4 架設工程 

図－3 桁架設要領図 

写真－2 床版架設状況 

表－2 桁上パネル搭載可能枚数 
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